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1｡3　ビジコンの特性試験法
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フを用いた。図1. 1. 2 7はその系統図

































1 1.1.3 0 こ 　　　　　　　コビ″













































7 0 / X
　　　　　　（丿　他言乱海=戸々形
　　　　　　㈲　入射∧を言え几場介（レサ砲似宵トー定ブ

























































































* ■ ･ ･ ･･
　　　　Ｊ引目礦，7　　　　　　　　　　　？‖町|嘔|,5.　　　　　　　　　　イｆ●1‖*>--
図1. 1. 6 2　　ライン七レ.クド玉による入射元と執|万万y･の圧ヅノ）川定例
　　　　　　　信号斌勺（心±35V一七, J)7r3













った八言特往をm 1.1. 6 4に小才。
　このﾄjを洋袖に快乱してみる上，友形の谷特仰悦直にかけるレベルがかなか変ソしでいるこ
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　　　//　　　3.(WK( 120 V )
＿＿＝l　、_、__.寸 J ･___Ｌ_二_一_．_＿-＿二．
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図1. 1. 4 4　ノハ余ﾄﾚ11けごと言心ぱ丿ll性
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　式( 1.2.1 5 )に知いて£, =5 0 V. Z)£= 3 0 V一定で，／。, = 0.2μΛに対し，ち＝=0.0 5～
















1. 2.1 4に示す。この図から得られ心∠1　Ｅとりの関係は，図1.2.1 5のようになる。またこ
の関係をＥ１＝１乱＋1j£について書改めると前述の図1.2.1 2の点線①に万るｏこれらの㈲
から電圧変化量ＪムIが大きいとりがそれに比例して大きく々ることがあきらかに々つた。
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　　㈲　£, = 5 0 V
　　　（几= 6 5 ＼ )





　　　　　　　　　　（時圃柚：０, ２ｓ/ cm ）
図1.2.1 8　トドよ電恪竃圧爪ぐレによる仁号拍威特圓と祐号定府の関係
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㈲　㈲ニ4り∩
　　矢介
図1. 2. 3 9　ビーム不足に苅･す乙㈲1尚｣改善効果
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図１．５．７竃流利得と加速電圧
－ － － － － － － － －
－ 一 一 ← 一 一 － － － － 一 一 一 一









































































































































































































































－ 　 　 　 　 　 　 　 Ｉ ． - ． ｒ - Ｊ ． － ．
　 　 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ 　 ㎜ ㎜ ㎜
･II
?????
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ‥
⑦































































? ‐ ‐ ‐










－ 一 一 一 一 一 一



























































































































































































































































































































































































































- 一 一 一 一 - -

































Ｗ ・ ． ． → ． ＿ ＿ ．























































































































































































































































































































































































































































































































































































詣ぐ 詔胆汁 詣類や 静電電磁集束電磁偏向形
解1攻究 高い やゝ劣る 高い
均一性 周辺解像度の劣化が大きい ほｙ均一 ほ｀i均一
















周波数(MHz ) ２ ３ ４ ５
印　垂直ストライプ 1.0 0 0. 7 5 0.3 8 0.2 8
卯　斜めストライプ 1.0 0 0.7 7 0.5 5 0. 4 0
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バ大汗⑤yじレつビジコント18 3 4 4二万柳乍卜卜を利ゾレ口半白実演を行かｰ-りこが，十分実川に々ろこ
七うレドヽペヤ。
　1. 4 5　凡作戸ﾚ号


















で撒傀し寸時Ｏ 図2. 1. /- 4　試作カメラの外映






で友川，ｙ 2. 1 2 5で円生爪町………')一円を不才。この色付寸寸JI………づソ]ぐこと｡'Vt -｡７トリクス回路による柚
正でT千……'r
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回]2. 1. 2 5　カラー再生像
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!≫]2. 1.丿６　テストパターン諌
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走介を行な引示準形式のものと考えてよい。
人( 2. 2 1 )に≫いてＺｊ＝１５０ｋＨｚ，Λ==８００，ｒ ／ｎ＝４ダ３ ．Ｋよ１，ごと= 0. 9 5 ,
y = 0. 9 ５ と知ぐと. r = 2. 8 4 S . fn゛2 8 2 IJ z　ふなる。




数川奇数である必要があり。８４０に近い値として. ,V= 8 4 5 = 1 ３２ｙ５をえらんだ。こ
































垂直走秀則波数 6 0 0/8 4 5 ~0.7 1 Hz
水平走査問放散 3 0 0 H z
梅擬比 ４：３
フレーム時に| ８４５／３００･= 2. 8 S
周波数帯域幅 1 5 Ok Hz
備考：
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１０,一｡。3K2 7　，７゛＝ｌｏ ， /;= 18 V
(2)>い―XS2 2 2　，ダ＝9　，/ぐこ５０ｖ
(ツ・－→3K394 ,ダ= 1.2 , /卜１５Ｖ
リいムー一ム3] [0 3　，ダ= 1.6 , /ﾌﾟ＝　３Ｖ
1氏往正杏
レド==1.4ｓ’）ノ;
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7, 0 0 0 1 X ,レン’ズ絞り/ = 2 .露出２





















S /N 2 0 d B 帰紹肋間
Ｈ ０．０５Ｈ







缶　　域　　幅 １ /6.5li z～6 0 kll z 玉　　　　　量 2. 2 ks

























ノし／－ム白玉ij : 6. 5 s
琳匹ルバ2ms , F １８
破づ休照厦：２ 0.0 0 0 1 V
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結 言
ビジコンとそのカメラヘの応用を含むテレピ撮像装置に関して筆者の行左りた研究の総合結
果を述べた。筆者は比較的初期の段階からピジコｙの開発に参加して，初の国産化の一役を荷
ったが，我が国のビジコンの生産が現在月産数万本に達し，国内はもとよ！）海外へも多く翰出
される状況を眺めるとき，この研究の一部が寄与していることを思い，内心の喜びとするもので
ある。本研究の中には信号電極電圧制御方式のように性能限界を明確にして，この種の研究に
終止符を打たせたものや。特殊面分割フィールド順次カラーカメラのように，実用化に持ち込
めなかりたものもある。｀またテレビ電子顕微鏡のように，世界レベルの性能を得て実用化に成
功しても，超高感度撮像管の出現から螢光観察板の直接撮像の方向へ技術動向が変わ！７つつあ
るものもある。一方高解像度周波数分離形カラーカメラやテレピ電話のように実用化がようや
く始まｈその発展の如何はまったく今後に残されているものもある。科学技術の進歩は止る
所が左く。研究の成果も時間と共に盛衰し。消滅するものも多いが，これは研究の宿命であろ
う。いずれにしても本研究がテレピ撮像装置に関する我が国の技術進歩に些かではあるが寄与，
貢献を力：したものと考え。本論文をまとめた次第である。以下，本論文で取り上げた問題に対
しての結論と今後の展開に対する見解を述べる。
第１部。第１章のビジコンの開発と特性試験については，ビジコンの基本設計と試作上の間
題点，対策を示し。その後のビジコン開発の基礎を築いた。またビジコン開発を裏面から支え
る特性試験法を確立したが，これは工業製品化には不可欠の作業であった。ビジコンは本研究
による６１９８の国産化を皮切りに，数多くの品種が相次いで開発され，性能も大幅に改善ヽされ
た。しかし高感度化，低残像化，高解像力化と言うビジコンの宿命的課題は常に存在し，酸化
鉛ターゲットをもつプランビコン（フィリップス商品名）や，シリコｙダイオードアレイを夕
－ケットとするシリコンビジコン等の新らしい光導電形扱像管も登場している。今後もこのよ
うな小形高性能ビジコンの発展は疑う余地の左いところであろう。
第２章はピジコｙの画質改善の一つの方法に関するもので，ラチチ。－ド拡大を目指した信
号電極電圧制御方式の有効性と問題点を指摘し，特にその応答時間の限界が信号電極電圧急減
時の信号電流消滅現象によって決定され，その値は普通０．１～０．２秒に達することを示した。従
来論じられたことの宏い応答時間の限界をビジコｙ特性と関連ずけて明確にがし得たことは本
研究の一つの成果と考えられる。当時期待され，色々と試みられようとしていたこの種ビジコ
ｙの高速自動制御方式の研究は。上記指摘によ訓令梁上終止符が打たれた形となったのは止む
を得たいことで必った。現在色々の形式はあっても，いずれも低速の感度制御，光量：制御のみ
が実用に力：つている。
第３章の電子衝撃導電形撮像装置の実験は，ビジコン技術を活用して電子顕微鏡の定子絲像
をテレピ映像化したものであろ。種々の研究の結果，電子衝撃導電利得１．００ａ倍のセレンｊター
ゲットを得て，輝度増倍効果を実証し。我が国では始めて，かつ唯一のテレビ電子顕微鈍を生
み出すことができた。この研究は電子顕微鏡，材料，テレビ撮像管グループ０共同作業によっ
て始めて可能にたったものであｈ現代の研究のあり方を示寸好例と言えよう。上記成果は直
ちに電子顕微鏡輝度増倍装置として製品化されたが，実用機としては世界で始めてのもので心
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ので，最近のＳＥＣビジコン等の超高感度撮像管の出現によって。螢光板とテレピカメラとの
組合わせの方法が本方式よりも優勢にな少ご＝）つあるように思われる。これも技術進歩のもたら
す結果と言えよう。
第２部，第１章の筒易形カラーカメラについては。二つの新しいカラーカメラ方式を提案し。
それぞれ試作により性能を確認した。。その一つは特殊フィールド順次式カメラで。・単純力：構成
がその特色で心るが，標進方式とのコンパチピリテイがたい点に問題があ沁開発時点ではマ
ーケットが次いこともあって実用化されカかった。しかしその新規性からカラーカメラの分類
には必らず引用ヽされておヽり，今次か特殊用途への応用に対する試みが発表されてか凱研究と
しての意義は十分認められる○
数年の問隔をおいて再び研究を始めた特殊周波数分離方式ｏカラーカメラは，従来類似の方
式で問題と力：つている解像度特性を改善するアイディアを得たことと。従来困難であ・＝）だ微細
ストライプフィルタの製作がＩＣ技術の発展によって可能とカ：つたことの２点を背景として研
究を開始したものである。試作カメラは簡易形としては十分の性能を有する上。その大きさも
世界で最小のものであり，今後の実用に十分耐えるものと考えられる。しかしカラーカメラ
は将来はＶＴＲと共に家庭にまで普及することが期待されておヽｈ今後も色々の方式のものが
研究され。実用化への試みが友されるであろう。
第２章の低速走査形カメラについては，書画伝送用のフレーム時間１．４秒の装置と人工衛星
用実験モデルのフレーム時間６．５秒の二つの低速走査形カメラについての試作実験を例にして，・
低速走査形カメラの設計法と問題点を示した。唾だ低速走査用ビジコンの必要特性を示すと共
に。標準走査時の特性との関連について理論と実験から推論をおヽこ忿いにビジコン選択の指針
を与えた。低速走査形カメラは閉回路テレビジョンの特殊例として未だ実施例は少々いが。こ
の技術を必要とする分野はファクシミリ送信機への導入等，・むしろ今後発展してくるものと思
われ，本研究の資料が役立つ機会も生ずるものと考えている。
第３章はテレピ電話用カメラに関するものでもｈ・周波数帯域ｌＭＨｚ走査線数２７５本のテ
ｌノピ電話端末機の基本設計と。二つの新機能に関する実験的研究について報告した。
我が国で始めて開発した中央測光自動光量制御はきわめて有効次機能でも瓦テ１／ピ電話と
しては不可欠の吃のである。また三流化アｙチモンビジコｙを用いた電子ズームの可能性を示
し，文字了解度改善効果を実証した。これらの新機能を備えたテレピ電話装置は，一部電電公
社電気通信研究所にも納入され。我が国のテレビ電話開発のｒつの礎石として有用なデータを
提供したものと信じている。公衆通信としてのテＬ／ビ電話は未だ発足以前ｏ段階である。今後
一層の研究と技術開発が必要次ことは言うまでもない。
以上，本論文で述べたテレビ撮像装置に関する研究の結論をまとめた。
テレピ撮像装置はテレビジョン・システムの基幹要素であ瓦今後も各種の用途に，色々な
要求が生じてくるであろう。これに対しよ列憂れた画質を得，新しい機能を得るには。撮像管
や方式の開発が有機的に一体とたった研究開発が必要に次るものと考え。今後もこの分野の研
究を押し進めてゆきたいと考える次第である。
最後に，。本研究をまとめるに当り，したしく御教示，御指導を頂いた，京都大学工学部，教
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授林千剛専士，高木俊宜博士に深甚次謝意を表する．
本研究は日立製作所中央研究所におヽいて実施されたものであ沁実施の機会を与えて下さっ
た，所長神原豊三博士．・名誉所長星合正治博士に深く感謝の念を表わす．
｀またビジコン研究に関し．・御指導．，御援助を頂いた．．日本放送協会，．吉永義輝博士を始め各
位，静岡大学西田亮三博士に感謝の意を表わしたい。ｔ＝だ研究期間中絶えず御指導，．御鞭達下
さった日立製作所，只野文哉博士．関壮夫氏．菅原理夫博士ｔ武井幸夫博士．．関口存哉博士，．
芳根寛樹氏に心より御ネＬを申上げる．，（＊現在山梨大学）また本研究を行なうに当っては多く
の方々の暖かい御協力，御討論を得たが．特に第１部撮像装置関係について．芦川幹雄氏．，三
友勇氏，及川充博士．菰田孜氏．，第２部応用関係について，江藤良純氏．西村武氏求求．江谷ｌ
英男氏，北靖洋氏，ヽ牛島和彦氏，成田昭氏の御協力による所大でも卵衷心よ！・感謝申上げる・
（求求現在京都工芸繊維大学）
－１３６－
